


本年度本委員会は、川崎病既往歴を有する学童(児童・生徒)の検診について、検診方法の

問題点を討議した。種々の環境条件にあるわが国各地で一律の検診方法を推賞するには、

いささか無理がありはしないかという感触がえられている。各地の実状をふまえた検診に

ついての具体的な提言は、本年度から継続して、来年度に完成させる予定である。 

小委員会委員は全国各地で川崎病既往歴をもつ学童の検診に実際タッチしている方々が多

いが、委員へのアンケートにもとずいて、川崎病既往児の学校検診における実態調査結果

が、昭和 58年度までまとまった。集計結果を表に示す。昭和 54 年度から川崎病の学校検

診がおこなわれるようになり、検診対象者数は次第に増加している。検診年度が進むにし

たがって、川崎病既往者の頻度が増加し、中でも確実な既往歴をもつものが増している。

二次検診へよび出されるものは毎年高率である。冠動脈障害を認めた例の頻度は年度によ

り若干異なるが、全体としてみると、157,930 名の小学校一年生の中の既往確実例 529 例

中 24 例(4.4%)であった。 


